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�　留萌ライオンズクラブより創立４８周年の祝

賀会の案内を頂きました。

１）国際ロータリー第２５１０地区ガバナー事務所

よりガバナー月信９月号届いております。理

事役員に配付いたします。また地区社会奉仕

委員会より、地区大会にて例年通りブースを

設営し、ＷＣＳ活動のＰＲをするとの連絡を

頂きました。

２）ロータリー財団及び米山記念奨学会の寄付

金一覧表が届いております。

３）札幌大通り公園ＲＣより、例会曜日変更の

お知らせが届いています。毎週金曜日を毎週

月曜日（１８時３０分～１９時３０分）。

会報受領先

・・羽幌ＲＣ　　№１３６８号～№１３７１号

�������　　　　　　　　　澤田委員長

「奉仕の理想」

　ロータリーソングで、奉仕の理想に集いし友

よと歌いますこの「奉仕の理想」についてです

が、奉仕の理想の原語アイディアル・オブ・サー

ビスでありますが、アイディアルという英語に

は理想的とか、完全なるという意味もあります

から、むしろ理想的な奉仕とか完全なる奉仕と

訳した方が意味がはっきりすると言う説もあり

ます。また文字にこだわらずに翻訳したとすれ
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ば「奉仕の心」とした方がはっきりするのでは

ないか、と解釈する人もおります。例えばロー

タリー綱領第３項は「ロータリアンすべてがそ

の個人生活、職業生活、社会生活に常に奉仕の

理想を適用すること」のところを「常に奉仕の

心をもって行う」とすれば日本語としてもわか

り易くなるのではないでしょうか。奉仕の理想

とは何を意味するか、について世界のことわざ

・格言にふれてみますと、それぞれ異なるが精

神は同一だと思われるのを取り上げますと、エ

ジプト人曰く「己の欲する善を他人のために求

めよ」。ペルシャ人曰く「汝施されんと欲すると

ころを他に施せ」。日本にも「情けは人の為なら

ず」という格言がありますが、これらがロータ

リーで言う奉仕の理想にあたるのではないかと

思われます。

　なお、奉仕の理想に集いし友よと歌っていま

すが、この歌詞は純日本製であって、英文を翻

訳したものではありません。作詞は京都ＲＣの

前田和一郎氏、作曲は東京ＲＣの萩原英一氏で

昭和１０年の公募作品です。

・・実力通りゴルフ優勝しました　　　関野会長

・・ゴルフ準優勝　　　　　　　　佐藤（喜）会員

・・ゴルフ１位　　　　　　　　　　　渡部会員

・・今年度初ゴルフ出来ました　　　　山本会員

　前　回　　２８１，０００円

　今　回　　　７，０００円

　累　計　　２８８，０００円
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　　久木　隆生 会員

　１９５７年８月４日生まれ、酉年、しし座、Ｂ型

兄弟姉妹無し。先月５０歳になりました。節目の

年齢になり、孔子は５０にして天命を知ったそう

ですが、到底天命など知る由もありません。お

そらくは天命を知らぬまま死んでしまうのでは

と思っております。

　ちなみに、５０歳記念と言う事で先日脳ドック

へ行きました。健康診断のつもりが、後頭部が

痛かったのと手の痺れがあったのでそれを告げ

ると、保険適用になるとの事で思ったよりも安

くする事が出来ました。脳内は特別な所見は無

かったものの、血圧が高いと言われました。

　家族構成は、一昨年の１月に母、同じく６月

に父を相次いで亡くし、現在は５歳４ヶ月の娘

（体長５０㎝体重４．８４㎏）と暮らしています。（犬）

　さて、高校卒業まで留萌で暮らし、進学と就

職で京都に１５年、東京に１０年と四半世紀留萌を

離れていました。その間６年ほど一度も帰省し

なかったため、母が「盆・暮れの帰省とは言わ

ないから、一度遊びにおいで」と言われるよう

になり、これはマズイと思いそれ以来、年２回

は帰省するようになりました。

　就職は銀座英国屋で、老舗でしたのでお客様

も政官財のトップをはじめとして非常にバラエ

ティに富む方々でした。最初の勤務地は京都、

それから銀座に転勤しました。時代はバブルと

その崩壊の時代でしたので、大変貴重な経験を

積むことが出来たと考えています。京都では電

鉄系百貨店のインショップ展開でした。最近は

百貨店の再編が話題になっておりますが、いわ

ゆる電鉄系の百貨店は独特で、当時百貨店の存

在は、本業の鉄道事業の一部門という考え方が

根強いものがありました。商圏としては京都府

全域・奈良県北部（近鉄京都線沿線）・大阪府

の東部（ＪＲ東海道線沿線）・滋賀県南部（Ｊ

Ｒ東海道線と湖西線及び草津線）とエリヤが広

く、客層は百貨店の外商部顧客が中心でした。

同じ関西圏ではありますがその土地土地での商

売はやはり違いました。私の場合、会社からと
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言うよりお客様から商売を教わり、鍛えられた

と思います。また、当時は非常に個性的な先輩

が多く面白かったです。ちなみに元営業マンと

して申し上げれば、ジャケットのフラワーホー

ルに付けるロータリーバッジは議員バッジに次

ぐグレードでした。一見の方でも安心して対応

出来ました。

　京都は１５年ほどいましたが、あまり良い印象

は無かったです。お話出来ない陰の部分も垣間

見る事が出来ました。ただ、最後の３年間住ん

でいた二条城の近くのマンションは５階建てで

したが、屋上からは五山の送り火を見る事がで

き、当日は近所の方たちにも開放され、私も会

社の後輩を招いて酒を飲みながら眺めていまし

た。思うに、やはり景観条例は必要です。

　さて、京都から銀座に転勤して勤務も通算１５

年を超えた頃からこのままずっと同じ会社にい

ていいのかな？という思いが出てきて、色々な

セミナー・ゼミに参加するようになりました。

転職試験も数社受け、その中で決めようと思っ

ていた矢先、父の具合が悪くなり、自分の将来

も含めた問題に直面する事になりました。元々

地元に戻るという考えが無かったので、行政を

含め色々調べてみると、遠隔地扶養にも限界が

ある事を知りました。地元にいるのも叔父の一

家族だけでしたので、そうそう迷惑も掛ける訳

にもいかず、ただ自分の将来の方向性も固まり

つつあったため、悩みもしましたが戻ってくる

決断をしました。２５年ぶりに生活する地元はや

はり変化していました。卒業した学校も移転さ

れ、知らない建物が多くありました。実家に戻

り、数日後警察に免許の住所変更をしに、タク

シーを呼び「留萌警察お願いします」と言った

ところ、駅のほうに向うので運転手さんに「あ

れっ？警察って海の方じゃないの？」と尋ねる

と、「お客さん、何十年前の話をしているのさぁ。

とっくに移転しているよ」と言われ、とても恥

ずかしい思いをしました。一般住宅もおしゃれ

な物が建てられており、何より煙突を持つ家が

少ない事に驚かされました。何回か帰省してい

たもののほとんど家から出る事がなかったから

でしょうか。ほぼ浦島状態でした。

　現在の会社は留萌ではメーカー系サービス会

社の保守・メンテナンス（システム・ＡＴＭ等

の金融端末）の現地対応と、岩見沢に２名を常

駐させてもっぱら上下水道のプラントの検査・

調査等の仕事をさせていただいています。地味

な仕事といえば地味です。殆ど皆様の前に出る

という仕事ではなく、皆様はエンドユーザーと

しての間接的な係わり合いを持つわけです。５

年ほど前からは風力発電がらみの仕事（データ

収集、最終データの整理業務、作業助成等）も

やっています。将来は地元で人材育成して現在

のエリアや作業フィールドを広げて行きたいと

考えております。今後ともよろしくお願い致し

ます。

���������	
��



��������������������

������������������������

���������������������	

�����������������

����������������

��������������������

�����������������


